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図17　	ク ラ イ ス ト・
チャーチ大聖
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25  CONSTABLE, W. G., “‘Hope’ by Edward Burne-Jones,” Bulletin of the Museum of Fine Arts: Boston, 
vol. 39 (February 1941) pp. 12-4.




29  READ, Harbert, English Stained Glass, London: G.P. Putnam’s Sons 1926, p. 224. 16世紀には，ガラ
スに焼き付ける着色料としてガラス質のエナメルが作られた。エナメルはペインテッドグラスと呼ば
れ，有機媒体に浮かせた粉ガラスと金属酸化物の混合物で，ガラスに彩画する方法である。焼付けの
際に媒体が燃え尽き，エナメルはガラスの基質と融合する。その他の技法として，ガラス面に明るい
小さな点描効果を創り出す点描（彩）（Stippling）法や，併行した筆触で控えめに塗料をほどこし，
衣襞や顔などの細部に濃淡付け（Shading）をする，よごし陰影法がある。
30  GEORGIANA, op. cit., vol. 2, p. 109.
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